
















要約:長期療養にともなう様々な問題を解決する方法を検討し、同時にそうした問題の発生

を予防する精神衛生的配慮についての方法を検討することが本研究の目的である。前者に

おいては、対象児の意識、心理に対し深い理解を持ち、問題行動の意味や機能を理解し、

自己概念の発達を援助していくことが必要である。また後者では、集団生活の効果を積極

的に利用し、成長、発達につながる生活環境、学習環境の整備に努め、さらに家庭環境の

調整も配慮するべき要件となる。 


